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 要 旨   

 

目的： 

死体検体を使用し、アルコール摂取障害の分子学的機序を明らかにする。 

 

方法： 

DNAメチル化（Illumina社製の DNAメチル化アレイを用い評価）を、アルコール摂取障害者 

(n = 53)とコントロール群(n = 58)で比較検証した。シトシンの次にグアニンが現れるタイプの

2 塩基配列である CpG サイトの頻度と部位を次の５つの領域①前帯状皮質 anterior cingulate 

cortex (ACC), ②ブロードマン 9野 Brodmann Area 9 (BA9), ③尾状核 caudate nucleus (CN), 

④腹側線条体 ventral striatum (VS), ⑤被殻 putamen (PUT) にて比較した。 

 

結果： 

CpGサイトについては、CNで２個, VSで 18個みられた。ＤNAメチル化領域の違いについて

は、 ACCでは、アルコール摂取障害者とコントロール群の間で、CN（n = 6）、VS（n = 18）、

ACC（n = 1）に認められた。VSにおいては、免疫関連の経路のメチル化が異なっていた。 

 

結論： 

アルコール摂取障害者において、どの脳の領域が、ＤNA メチル化が有意に変化しているのか

が明らかになり、いくつかの新規 CpGサイトおよび領域が同定された。 

 
 


